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を

し

た

効

果

も

あ

っ
て
、

ア

メ

リ

カ

経

済

は

回

復

し

、

好

景

気

を

現
出

し

て
お

り

ま

す

。

反

面

・

心

配

な

の
は

、

大

統

領

選

挙

中

か

ら

出

て

い
た

、

ト

ラ

ン
プ

陣

営

が

秘

か

に

ロ
シ

ア
政

権

側

と

連

携

し

、

ク

リ

ン
下

ン
陣

営

に
妨

害

を

し

か

け

て

い
た

の

で

は

な

い
か

、

と

い
う

い

わ

ゆ

る

「
ロ
シ

ア
疑

惑

」

で
す

。

ア
メ

リ

カ

に
は

大

統

領

免

職

の
制

度

が

あ

り

、

そ

の
た

め

の
特

別

検

察

官

が

、

側

近

者

や
側

近

だ

っ
た

人

々

の
尋

問

を

そ

れ

だ

終

わ

り

、

近

く

大

統

領

本

人

を

尋

問

す

る
事

態

に

な

っ
て

お

り

ま

す

。

日
米

は

強

固

な

同

盟

国

で

す

が

、

国

内

政

治

ば

か

り

で
は

な

く

、

そ

こ

で
、

け

に

、

も

し

も

の
事

態

へ
の
対

処

を

考

え

て
お

く

必

要

が

あ

り

ま

す

。

こ
う

し

た

課

題

に
も

注

目

し

て

お

ら

れ

る

高

橋

利

行

先

生

に

御

解

説

を

い
た

だ

き

ま

す

。

御

参

加

を

！

（
清

原

記

）

口

当
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会

費

（
昼

食

付
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）

会

員

は

四

千

円

、

非

会

員

五

千

円

。
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貴

方

様

の

F

A

X

メ

ー

▽

二
月
九

日

（
金

）

ま

で

に
出

欠

の
御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

◎

御

報

告

正

月

十

五

目

に

は

、

慣

例

に

よ

り

、

当

「
公

益

財

団

法

人

協

和

協

会

」

と

「
時

代

を

刷

新

す

る
会

」
土
ハ
催

の

『
新

春

懇

親

会

安

倍

政

権

で
外

患

内

憂

の
克

服

を

！

』

が

、

ホ

テ

ル

’
ル

ポ

ー

ル
麹

町

に

て
開

催

さ

れ

た

。

正

午

に

開

会

宣

言

後

、

ま

ず

、

安

倍

晋

三
内

閣

総

理

大

臣

か

ら

頂

戴

し

た
御

丁

重

な

祝

電

が

、

壇

上

に

お

い

て

清

原

淳

平

専

務

理

事

よ

り

、

代

読

御

披

露

さ

れ

た

。

続

い

て

の
、

岸

信

夫

会

長

代

行

の
年

頭

挨

拶

は

、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

が

、

昨

年

の
外

務

副

大

臣

の
あ

と

衆

議

院

議

院

運

営

委

員

会

理

事

・
自

民

党

国

会

対

策

副

委

員

長

と

い

う

、

国

会

か

ら

離

れ

ら

れ

な

い
要

職

に
あ

っ
た

の

で

、

こ

の
国

会

開

会

前

の

お

正

月

は

、

地

元

行

事

が

重

な

り

、

御

欠

席

と

な

っ
た

の

で

、

御

起

案

い
た

だ

い
た

「
年

頭

挨

拶

」

は

、

議

員

会

館

詰

め

の
永

瀬

祐

見

子

秘

書

さ

ん

が

壇

上

に

て
代

読

し

た

。

全

力

を

挙

げ

て
安

倍

内

閣

を

支

え

て
行

く

と

の
御

信

念

で
、

一
同

決

意

を

新

た

に

し

た

。

そ

の
あ

と

、

半

田
晴

久

理

事

長

が

「
年

頭

挨

拶

」

に
立

ち

、

学

校

を

経

営

し

事

業

を

支

援

し

、

芸

術

、

演

劇

、

ま

た

、

ゴ

ル

フ
や

サ

ッ
カ

ー

な

ど

ス
ポ

ー

ツ
も

支

援

し

て
き

て

い

る
が

、

す

べ

て
共

通

し

て
言

え

る

こ
と

は

、

心

・
技

・
体

が

整

っ
て

い

る

こ
と

で
あ

り

、

さ

ら

に
、

そ

れ

に
高

い
志

と

情

熱

が

あ

っ
て

こ

そ

、

こ
と

は

成

功

す

る

。

私

は

、

志

を

高

く

持

っ
て
、

今

年

も

協

和

協

会

、

時

代

を

刷

新

す

る

会

を

支

え

て
行

く

所

存

で
す

。

皆

さ

ん

も

、

ど

う

か

志

を

高

く

持

っ
て
、

協

和

協

会

、

時

代

を

刷

新

す

る
会

の
活

動

に
取

り

組

ん

で

い
た

だ

き

た

い
と

結

ん

で
、

盛

大

な

拍

手

を

浴

び

ま

し

た

。

次

い

で
、

大

野

功

統

元

防

衛

庁

長

官

が

乾

杯

の
音

頭

を

と

り

、

食

事

に
入

り

、

そ

の
後

、

両

団

体

の
部

会

長

や

委

員

長

を

は

じ

あ

、

参

加

会

員

か

ら

発

言

が

相

次

ぎ

、

新

春

懇

談

会

に
ふ

さ

わ

し

い
、

和

や

か

な

会

合

で
し

た

。

こ

の
新

春

懇

親

会

に

つ
い

て
は

、

事

務

局

で
、

そ

の

「
写

真

報

告

」

を

編

集

し

て

お

り

ま

す

の

で
、

二
月

例

会

当

日

に
は

配

付

い
た

し

ま

す

。

（
清

原

記

）

▽

「
時

代

を

刷

新

す

る

会

」

と

は

、

「
何

事

も

入

類

・
国

民

の

た

め

に
な

る

こ
と

は

、

時

代

を

先

取

り

し

て
、

積

極

的

に
取

り

組

も

う

」

と

の
趣

旨

で
、

昭

和

五

十

六

年

、

岸

信

介

元

総

理

に
よ

っ
て
創

設

さ

れ

た

シ

ン
ク

タ

ン
ク

で
す

。

晩

年

の
岸

信

介

元

総

理

が

そ
う

で
あ

っ
た

よ

う

に
、

超

党

派

・
超

派

閥

で
、

真

に
国

を

憂

え

る

有

志

に

よ

り

構

成

さ

れ

て

い
ま

す

。

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ

ま

で

に
百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

へ
提

出

し

て

い

る
。

第

二

代

会

長

は

、

木

村

睦

男

元

参

議

院

議

長

、

第

三
代

会

長

が

櫻

内

義

雄

元

衆

議

院

議

長

。

第

四
代

会

長

の

塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

は

、

九

十

歳

を

機

に
辞

任

。

第

五
代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

。

そ

の
後

、

平
成

二

十

七

年

四
月

か

ら

、

第

六

代

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

、

前

外

務

副

大

臣

、

現

在

は

議

院

運

営

委

員

会

理

事

・
自

民

党

国

会

対

策

委

員

会

副

委

員

長

が

就

任

し

て

い

る
。
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